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この報告書は、鳥取県倉吉地方農林振興局が実施する県営久米ケ

原地区担い手育成畑地帯総合整備事業に伴い、平成12年度に鳥取県

倉吉市下米債字船沖・上乳母ケ谷、上米横字船沖において行った発

掘調査の記録です。

発掘調査の結果、古墳時代の竪穴式住居や掘立柱建物、縄文時代

の落し穴などをはじめとする多くの遺構を確認し、この地域に暮ら

していた人々の生活の一端が明らかとなりました。

発掘調査の記録としてこの報告書が多くの皆さんに活用され、文

化財に対する理解を深めていただく一助となることを願うものです。

最後になりましたが、発掘調査に際してご協力いただきました鳥

取県倉吉地方農林振興局、鳥取県教育委員会をはじめ、関係各位に

対し深く感謝の意を表すものです。

平成13年2月

倉吉市教育委員会

教育長　足　羽　一　昭



例 仁コ

1本報告書は、鳥取県が行う県営久米ケ原地区担い手育成畑地帯総合整備事業に伴い、倉吉市上米積字船沖、

下米債字船沖・下乳母ケ谷で行った発掘調査の記録である。

2　発掘調査団は次のような組織・編成である。

団　　　長　足羽　一昭（倉吉市教育委員会教育長）

調査委員　名越　　勉（倉吉市文化財保護審議会会長）

調　査　員　根鈴　輝雄（倉吉博物館主任学芸員）

根鈴智津子（文化財係主任）

岡本　智則（文化財係主事）

調査補助員　山根　雅美・松田　恵子・金田朋子

事　務　局　波田野頒二郎（教育次長12年9月まで）

森下　哲哉（文化財係主任）

加藤　誠司（文化財係主事）

岡平　拓也（文化財係主事）

景山　　敏（教育次長12年10月から）

眞田　贋幸（文化課課長）

中井　寿一（文化課課長補佐12年12月まで）　渡辺　峰寿（文化課課長補佐13年1月から）

藤井　　晃（文化財係係長）　　　　　　　　　藤井　敬子（文化財係主任）

山崎　昌子（文化財係主事）

内務整理　泉　美智子・世浪由美子・松嶋あつ子・竹歳　暁子・山本　錦・米原　満

3　現場での調査は加藤が担当し、山根・金田が補佐した。内務整理は加藤が担当し、山根・金田・松嶋・

山本・米原が補佐した。遣物写真撮影は森下が担当した。

4　本書の執筆は各調査貝が検討し、加藤が行った。

5　遺構測量のための基準杭設置をアサヒコンサルタント株式会社に委託した。

6　第1図（地形図）は、建設省国土地理院発行の1：25，000地形図「倉吉」「関金宿」「伯者浦安」「泰久寺」

の一部を複製・加筆したものである。

7　第2図（地形図）は、1：2，500国土基本図　倉吉市平面図を使用した。

8　挿図中の方位は、国土座標第Ⅴ座標系の北を指す。

9　遣物に付した記号・番号は本文・挿図・図版で統一している。

10　調査によって得られた資料は、倉吉市教育委員会が保管している。
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I　発掘調査に至る経過

平成10年12月、鳥取県倉吉地方農林振興局（以下、農林振興局と言う）から、倉吉市下米債の主要地方道倉

吉・赤碕・中山線（高城郵便局横）から下福田の市道国分寺・桜線（JA鳥取中央すいか選果場前）に至る全長

約0．7hnの農道新設及び拡幅の計画が提示され、埋蔵文化財有無についての踏査依頼があった。当該地は、11年

度と同じく農林振興局から委託を受け県営久米ケ原地区担い手育成畑地帯総合整備事業に伴い発掘調査を実施し

た、大沢遺跡群高峰・矢内谷峰遺跡（倉吉市国府）から約2加商に位置し、遺跡が密集する久米ケ原丘陵を南北

に貫くものであった。踏査を実施したところ、濃密な遣物散布が確認されたため試掘調査を平成11年12月に、
註1）

国・県の補助を受けて実施した。試掘調査の結果、丘陵頂部で溝、丘陵頂部から南に広がる緩やかな斜面で土壕

を確認し、遺跡の広がりが明らかとなった。

倉吉市教育委員会は農林振興局と協議を行い、開発範囲のうち畑地造成等の掘削を受けて遺構面が遣存しない

部分を除いて発掘調査を実施した。発掘調査は倉吉市が鳥取県から委託を受け、倉吉市教育委員会文化課が主体

となって実施した。発掘調査の場所は当初3箇所に分かれていた。1箇所目は、丘陵］頁部から南斜面の標高約63

～67mに位置する南北に長い道路拡張部分で、南北長さ約70m・最大東西幅約7m・面積400誼である。2箇所

目は、南北に延びる道路新設部分に直交して既存道路に接続する標高約55～57mの南斜面部分で、長さ約30m・

最大幅約10m・面積200Idである。3箇所目はごく緩やかな南斜面の標高約50～55mに位置する南北に長い道路

新設部分で、長さ約80m・最大幅約10m・面積1，400ITfである。3箇所合わせた発掘調査面積は2，000Idである。

その後発掘の進捗に伴い、当初畑地造成等の掘削によって遺構が遣存していないと判断し調査範囲外とした部分、

すなわち南北に延びる道路新設部分から既存道路に接続する標高約55～57mの南斜面にも遺構が遣存することが

判明した。このため農林振興局と協議を行い、遺構が広がる500扇を追加調査することになり、2つの箇所がつ

ながって逆L字形の調査区となった。最終的な発掘調査は合計2，500Idである。現地調査は平成12年6月1日から

平成12年9月29日まで行った。

II　位置と歴史的環境

船沖遺跡は、倉吉市街地から西方へ約6加の倉吉市下米債字船沖・下乳母ケ谷、上米積字船沖に位置する。遺

跡周辺は、中国地方の最高峰である大山（標高1，711m）の火山灰によって形成された、南西から北東方向にな

だらかな丘陵と浅い谷が交互に入り組む丘陵で、通称久米ケ原と呼ばれる天神川支流の国府川中流域左岸の河岸

段丘上にあたり、丘陵南側縁辺部の尾根南斜面と南に広がるなだらかな地形となる。標高は約50～67m、水田面

との比高差は約7～24mで平野部をすぐ見下ろす位置にある。以下、遺跡分布図（第1図）を中心に遺跡の概要

を述べる。

縄文時代の主な遺跡は市内で20箇所余り確認されている。その多くが落し穴を確認したものであり、丘陵の調

査でしばしば確認される。中尾遺跡（84基）・長谷遺跡（57基）・横谷遺跡群（47基）などをはじめとして、頭

根後谷遺跡・大仙峯遺跡・大山遺跡・イキス遺跡等、市内で200基を越え、落し穴が密集する地区である。その

築造時期は不明確なものが多いが、30基については出土遣物・炭の年代測定から早期から晩期と推定されており、

前期から後期にピークがある。住居址は取木遺跡・津田峰遺跡で確認している。

弥生時代の遺跡は、久米ケ原丘陵を中心に集落が多く存在する。前期の集落址は未確認であるが、船沖遺跡で
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土器が確認されているため、平地、微高地の調査が進捗することにより確認されると思われる。中期には、中峯

遺跡（12）・遠藤谷峯遺跡（9）・後中尾遺跡（36）がある。後期になるとその数は増大する。主なものとして、中峯

遺跡・遠藤谷峯遺跡・白市遺跡（11）・後中尾遺跡・服部遺跡・観音堂遺跡（25）・コザンコウ遺跡・夏谷遺跡・沢

ペソ遺跡などがある。コザンコウ遺跡は竪穴式住居、掘立柱建物、貯蔵穴が1単位となり、3単位のまとまりが

確認されている。弥生時代集落の多くは、古墳時代にも引き続き営まれる。墳墓は、前期の土墳墓であるイキス

遺跡、後期の阿弥大寺四隅突出型墳丘墓（30）・大谷後口谷墳丘墓（13）・二夕子塚遺跡土墳墓群などがある。

倉吉市西郊の古墳時代前期の首長墓は、憂鳳鏡、三角縁神獣鏡など豊富な遣物が出土した国分寺古墳（前方後

方墳・全長60m）を初現とし、大谷大将塚古墳（前方後円墳・全長50m）、上神大将塚古墳（円墳・直径30m）

がこれに続く。発掘された前期の古墳としては首長墓クラスではないが、二夕子塚遺跡の方墳群がある。古墳時

代後期は服部古墳群・駄道東遺跡・頭根後谷遺跡・沢べリ遺跡・イザ原古墳群などが調査されている。古墳時代

終末期は、方墳、多角形墳のある両長谷遺跡、取木遺跡、一反半田遺跡がある。

奈良時代の官衛跡は、物資収納施設とみられる大型掘立柱建物群を確認した不大岡遺跡、伯者国庁跡（16）がある。

寺院跡は、7世紀中頃に大御堂廃寺、7世紀後半に大原廃寺が建立される。8世紀前半は石塚廃寺、中頃には

伯者国分寺、法華寺畑遺跡（国分尼寺）が造られる。この頃、藤井谷廃寺も造られる。

奈良時代から平安時代の集落址は横田矢戸遺跡（23・24）・平ル林遺跡・西前遺跡・観音堂遺跡・大栄町向野遺

跡などで、多くが7世紀後半から9世紀にかけての遺跡である。

III　調査の概要

発掘調査は、西から東に延びる丘陵を南北に貫く道路新設部分と道路拡張部分2，500Idについて実施した。基

本層序は、上層から表土（黒褐色土）、黒褐色土、褐色土（ソフトローム土）、黄灰色砂質土（ホーキ火山砂）で、

調査区北端と南端は表土が浅く、表土下約20皿から30cm下で褐色土と黄灰色砂質土の混じった遺構検出面となる

が、調査区中央部は表土（黒褐色土）、黒褐色土の堆積が約1m堆積しており、褐色土（ソフトローム土）が遺

構検出面である。調査区の南端は撹乱を受けていたため遺構検出面が遣存していなかった。

調査の結果、竪穴式住居9棟、掘立柱建物11棟、段状遺構1、柵列5、墳墓1基、土墳墓2基、貯蔵穴2基、

落し穴6基、土墳5基、溝4条を確認した。

1　遺構
1号住居　調査区の南に位置する。住居の北東隅は一部調査区外となるがほぼ全体を確認した。平面形、主柱穴、

土層断面により、C期→B期→A期の3時期の建て替えが考えられる。C期の床面規模は東西辺3．9m・南北辺

3．84～4．0m、床面積15．2ITfで、検出面から床面までの深さは最大0．23mである。B期・A期の床面規模は東西辺

3．68m、南北辺3．32mで、床面積は（12．2）誼である。以下（）は遣存値とする。平面形はC期が方形であるが、

B期・A期については辺の方向がずれて南北規模が小さくなり、やや長方形となる。これに伴い、壁際中央ピッ

トが東辺のP13から南辺P5に移動し、主柱穴は4本柱（P9～P12）から2本柱（P7・P8）となる。A期

には、B期の主柱穴を埋めて再び4本柱（Pl～P4）となるご壁際中央ピットは上段が浅い方形、下段が円形

の二段掘りである。出土遣物は埋土中から土師器碗1が出土している。
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第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図

1　勝負谷地域遺跡群

2　ケンカ塚古墳群

3　稚児ケ墓古墳群

4　矢内谷峰遺跡

5　高峰遺跡

6　大道谷遺跡

7　大沢前遺跡

8　両長谷遺跡

9　遠藤谷峯遺跡

10　野田古墳群

11白市遺跡

12　中峯遺跡

13　大谷後口谷墳丘墓

14　白市窯跡

15　向野遺跡

16　伯者国庁跡

17　嶋ノ掛遺跡

18　福田寺遺跡1次

19　福田寺遺跡2次

20　福田寺遺跡3次

21東福田寺遺跡

22　岩屋遺跡

23　矢戸遺跡1次

24　矢戸遺跡2次

25　観音堂遺跡

26　観音堂1号墳

27　上福田横穴群
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28　小谷遺跡

29　下福田城跡

30　阿弥大寺墳丘墓群

31下小垣遺跡

32　高城城跡

33　屋敷通遺跡

34　奥田遺跡

35　箕ケ平遺跡

36　後中尾遺跡

37　後口谷遺跡

38　福本家ノ上古墓

39　晩田遺跡

40　上野遺跡

41三江城跡

42　管ヶ谷口たたら



第2図　船沖遺跡調査区位置図

2号住居　調査区の南寄りに位置する。住居全体の約1／3を確認したにとどまり、東側は調査区外となる。平

面形は隅丸方形と推定され、主柱穴を2本（Pl・P2）確認したが、復元すると4本柱になるとみられる。周

壁溝が2条巡るため、建て替えが推定されるが、土層断面観察では新旧関係は不明である。床面規模は外側周壁

溝で南北辺（4．76）m・東西辺（1．84）m、内側周壁溝で南北辺（4．52）m・東西辺（1．76）m、検出面から床面までの深

さは最大0．57mである。床面積は内側周壁溝で（6．9）扇、外側周壁溝で（7．9）誼である。Plの周辺には貼床が存

在する。出土遣物は埋土中から土師器賓2・3が出土した。その他、埋土中から古墳時代前期の土師器を中心に

出土した。
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第3図　船沖遺跡遺構全体図
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C期　　　　　　　　（cm）

23×22－55

34×30－71

27×26－74

33×22－72

1黒褐色土（2～5cm大のホーキブロック含む）
2　黒褐色土（やや褐色ロームが少なく、少し茶色をおびる）
3　黒褐色土
4　茶褐色土（地山ブロック含む）
5　黒褐色土（1～2cm大の地山ホーキブロック含む）
6　黒褐色土（3cm大の地山ホーキブロック含む）
7　茶褐色土（1cm弱の地山粒子含む）
8　茶褐色土（地山ブロック少量含む）
9　茶褐色土（地山ブロック多量含む）
10　茶褐色土（地山ホーキブロック含む）
11礫粘土（茶褐色土粒子含む）
12　地山ブロック土（非常に硬い）
13　地山ブロック土にわずかに黒褐色土が混ざる（12よりやや軟い）

匠ヨ　貼床　Eコ　焼土面厩国　壁体痕跡
1　　　　　　　　　　　2m

第4図1号住居遺構図

3号住居　調査区の南寄りに位置する。2号住居と同様全体の約1／3を確認したにとどまり、東側は調査区外と

なるが、平面形は隅丸方形とみられる。平面形、主柱穴、土層断面により、C期→B期→A期の3時期の建て替

えが考えられ、そのいずれの時期も周壁溝の内側にもう1条の溝を巡らして、ベッド状遺構をなしている。C期

ベッド状遺構を含めた床面規模は東西辺（2．96）m、南北辺（5．32）m、床面積（12．3）前でベッド状遺構は幅約0．68～

1・00m、検出面から床面までの深さは最大0．26mである。B期のベッド状遺構を含めた床面規模は東西辺（3．16）

m、南北辺（5．40）m、床面積14．4rrfでベッド状遺構は幅約1．20～1．36mである。A期のベッド状遺構を含めた床面

規模は東西辺（3．16）m、南北辺（5．40）m、床面積14．4rrfでベッド状遺構は幅約1．20～1．36mで床面から0．11m高く
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2m

1黒褐色土（地山ブロック少量含む）

2　黒褐色土（地山ブロック多量含む）

3　暗茶褐色土（しまりが悪い）

4　黒褐色土（地山ブロック粒子含む）
5　暗褐色土（地山ブロック粒子多量に含む）

6　ホーキ・ATの混じり土（しまりが悪い）

7　茶褐色土（地山1cm大ブロック含む）
8　礫粘土とホーキの混じり土

9　茶褐色土（AT・ホーキブロック多量に含む）

主柱 長径 ×短径 一深 さ

P l 37　×　35　－　 51

第5図　2号・3号住居遣構図
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1黒褐色土（地山ソフトローム粒子少量含む）

2　黒褐色土（地山ソフトローム粒子多量含む、

地山ソフトロームブロック含む）
3　黒褐色土（地山ソフトローム粒子多量含む）

4　ホーキ土のボサボサ土

5　黒褐色土（地山ホーキ粒子含む）
6　黒褐色土（地山粒子含む）

7　黒褐色土（地山粒子多量含む）
8　黒褐色土（地山ソフトローム粒子含む）

1茶褐色土
2　黒褐色土

3　黒褐色土（地山ソフトローム粒子含む）

4　黒褐色土（地山ホーキ・ソフトローム小ブロック粒子・弥山パミス・崩壊土含む）
5　黒褐色土（地山ホーキ・ソフトローム含む）

2m

第6図　4号・5号・7号住居遣構図

なることが断面図によって分かる。主柱穴はP2・P3がC期に伴い、PlがB期・A期に伴うとみられる。遣

物は、埋土中から土師器肇4～7・鼓形器台8が出土している。

4号住居　調査区のほぼ中央に位置する。平面形は東西に長い隅丸長方形である。床面規模は、東西辺2．88m、

南北辺2．16mで、検出面から床面までの深さは最大0．22mである。主柱穴はPl・P2の2本柱でその内側は正

方形に約0．04m低くなり、中央ピットP4と南辺中央に壁際中央ピットP3が存在する。P4に隣接してP5が

あり、東辺周壁溝の内側にも辺に並行して溝があるため建て替えの可能性がある。遣物はPlに接して台石S26

が、北東隅で炭化材が出土した。また、埋土中から土師器嚢9が出土した。

5号住居　調査区の中央に位置する。平面形は、大半が調査区外になるため全容は不明であるが、方形になると

推定される。確認できた規模は南北辺（3．08）m、東西辺（0．92）m、検出面から床面までの深さは最大0．18m、床

面積は（1．5）扇である。主柱穴は調査区内では確認できなかった。西辺中央付近の周壁溝から直角に溝が延びる。

遣物は、床面で土師器腕10が底部が上になった状態で出土した。

6号住居　調査区の中央に位置する。平面形は南辺の周壁溝が未検出であるが方形であるとみられる。平面形、

主柱穴、土層断面により、B期→A期の建て替えが考えられる。B期の床面規模は、東西辺5．40m、南北辺
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（4．72）m、床面積（23．4）rri、主柱穴はP8～Pllで中央ピットがP13、方形で2段掘りの壁際中央ピットがP12、

検出面から床面までの深さは最大0．87mである。A期の床面規模は東西辺6．20m、南北辺（6．24）m、床面積（35．6）

ni、主柱穴はPl～P4、中央ピットがP7、壁際中央ピットがP6である。P5は長方形の掘り方で、壁際中

央ピットP6の中軸線上にあり、P6と関連する可能性がある。遣物は、埋土中から土師器壷11、高坪12・13が

出土した。その他埋土中から、風字硯39や土師器（平安時代）、緑粕陶器片、黒色土器片が出土した。

7号住居　調査区の中央に位置する。大半が調査区外となっており、且つ斜面の低い方側には、褐色土まで住居

が掘り込まれていない。平面形はやや丸みのある角の部分があるため、多角形または隅丸方形・隅丸長方形とみ

られる。検出面から床面までの深さは最大0．21mである。主柱穴はPl・P2の2本を確認したにとどまる。遣

物は出土していない。

8号住居　調査区の東隅に位置する。平面形は南西側が調査区外となっているが、復元すると長方形と推定され

る。床面規模は南北辺4．16m、東西辺（2．80）m、床面積（10．8）誼で、東西辺は復元すると約4．7mとなる。検出面

から床面までの深さは最大0．70mである。主柱穴はPlを確認しており、2本柱が想定される。南辺には壁際中

央ピットP3があり、長方形で2段掘りとなる。P2は長方形の掘り方で、壁際中央ピットP3の中軸線上にあ

り、P3と関連する可能性がある。住居中央から壁際中央ピットのある南辺は、床面が長さ2．6mX幅（1．0）mの

長方形に0．03～0．06mの浅い掘り込みがある。掘り込み内側の中央ピットP4周辺は焼土面が広がる。遺物は床

面から土師器嚢18、壁際中央ピットP2埋土中から土師器嚢15、埋土中から土師器壷14、嚢15・16、高坪19、北

東隅床面から敲石S2が出土した。

9号住居　調査区の北東隅に位置し、8号住居に隣接する。平面形はやや台形気味であるが、南西に長い長方形

になる。床面規模は東西辺3．06m、南北辺2．24～2．57m、床面積7．4I琉検出面から床面までの深さは最大0．70m

で貼り床が存在する。主柱穴はPl・P2の2本柱でP6が中央ピットである。主柱界から南辺にある円形の壁

際中央ピットP5にかけて、長方形の長さ1．62mX幅1．08m、深さ0．04～0．08mの掘り込みがある。遣物は床面か

ら土師器小型丸底壷20、壁際中央ピットP5埋土中から砥石S43、埋土中から土師器高坪21～23が出土した。

1号掘立柱建物　調査区の南端近くに位置し4号掘立柱建物に隣接する。主軸はN－140　－Eで、桁行2間×梁

行2間の建物である。棟持柱は他の柱穴に比べ浅く北に柱がずれ、柱間がまちまちである。建て替えが、平面形、

土層断面から確認された。建て替え前は桁側全体を幅約0．38～0．79m、深さ約0．07～0．26m布掘りした後に、柱

部分をさらに掘り下げる。建て替え後は東側の桁を西に寄せて規模を縮小し、西側の桁はほぼ同じ場所で若干北

に位置をずらしている。床面積は建て替え前が11．OI琉建て替え後が10．OIdである。桁行の長さを梁行の長さで

割った長方形度（以下、長方形度と言う）は、建て替え前が1．02、建て替え後が1．13である。遣物は、ピットの

埋土中から縄文時代晩期の粗製土器片、弥生時代前期の土器片2点、土師器とみられる小片が出土した。

2号掘立柱建物　調査区やや南寄りの2号住居と3号住居の間に位置する。主軸はN－310　－Eで、桁行2間×

梁行1間の建物である。東隅柱穴は2段の掘り方で、下段掘り方は柱を据えたとも考えられる。床面積は13．9I琉

長方形度は1．10である。遣物はピット埋土中から土師器鼓形器台片や土師器小片が出土した。

3号掘立柱建物　調査区の南端に位置する。主軸はN－20－Wで、桁行2間×梁行2間の総柱建物である。柱

穴規模は直径約0．14～0．23m・深さ約0．13～0．46mで四隅の柱が深く、その他は浅い。床面積は10．1I琉長方形度

は1．03である。遣物は、ピット埋土中から弥生時代後期の土器片、土師器の小片が出土した。

4号掘立柱建物　調査区の南端近く、1号掘立柱建物のすぐ東側に位置する。桁行2間×梁行1間の建物である。

主軸は東側桁行N－90－Eで、西側桁行N－50－Eとずれる。床面積は10．6I琉長方形度は1．28である。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

黒褐色土
黒褐色土

暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土

（地山粒子・地山ソフトロームブロック少量含む）

（地山粒子・地山ホーキブロック含む）
（地山ATブロック含む）
（地山弥生パミスブロック含む）

（地山弥生パミス粒子含む）
（地山ホーキ・AT小ブロック含む）

（地山ホーキ・AT小ブロック・暗褐色土含む）
褐色土（地山ホーキ・ATブロック含む）
黒褐色土（地山ホーキ・AT粒子含む）

茶褐色土（地山ホーキ・ATブロック含む）
黒褐色土（地山粒子多く含む）

第7図　6号住居遣構図

12　暗褐色土（地山粒子多く含む）

13　茶褐色土（地山ホーキ粒子多く含む）
14　黒褐色土（地山各種小ブロック含む）

15　黒褐色土（地山各種小ブロック少量含む）
16　暗褐色土（地山ホーキ・ATブロック粒子含む）

17　黒褐色土（地山粒子少量含む）
18　黒褐色土（地山礫粘土粒子含む）

19　黒褐色土（地山2～3cm大ホーキブロック含む）
20　黒褐色土（地山ホーキ・ATブロック粒子含む）
21暗褐色土（地山ホーキ・AT礫粘土ブロック粒子多く含む）
22　黒褐色土

2m



1黒褐色土（地山ホーキ・AT大ブロック多く含む）

2　黒褐色土（地山粒子含む）

3　黒褐色土（地山ホーキ小ブロック含む）

1　黒褐色土（地山粒子・ブロック含む）

2　黒褐色土

3　黒褐色土（地山小ブロック含む）

4　茶褐色土

5　黒褐色土（地山粒子含む、地山ブロック少量含む）

6　黒褐色土（地山2～3cm大ブロック多く含む）

2m

第8図　8号・9号住居遣構図
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1号

1　黒褐色土

2　黒褐色土（地山ブロック多く含む）

3　黒褐色土（地山ブロック少量含む）

4　暗黄褐色土（地山ホーキ土ブロックと茶褐色土の混じり土）

5　茶褐色土（地山粒含む）
6　茶褐色土

7　地山ブロック土粒子と茶褐色土の混じり土

8　黒褐色土（地山粒子含む）

9　黒褐色土（地山粒子少量含む）
10　茶褐色土（地山ホーキブロック多く含む）

11黒褐色土（地山ホーキ粒子含む）

12　黒褐色土（地山ホーキブロック含む）

13　黒褐色土（地山ホーキ粒子・ソフトローム粒子含む）

14　黒褐色土（地山ソフトローム・AT小ブロック・AT粒子含む）
15　茶褐色土（地山ソフトローム粒子含む）

16　黒褐色土（地山小ブロック少し含む）

17　黒褐色土（AT・ソフトロームブロック含む）

18　黒褐色土（地山ソフトローム・ホーキブロック含む）
19　茶褐色土（地山ホーキ粒含む）

20　ホーキブロック（茶褐色土含む）

21黒褐色土（地山ソフトローム土多く含む）

ヽ

cc

第9図　1号～3号掘立柱建物遣構図
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1　茶褐色土（ブロック混）
2　茶褐色土
3　黒褐色土（地山ソフトローム
粒子含む）
4　茶褐色土（地山2～3cm大
ブロック含む）

5　茶褐色土（地山粒子含む）
6　黒褐色土（地山ソフトローム
ホーキ粒子含む）

7　黒褐色土（地山礫粘土
粒子含む）
8　黒褐色土（地山礫粘土の
小ブロック含む）
9　黒褐色土（地山礫粘土
粒子含む）

10　黒褐色土（地山粒子含む）
11黒褐色土（ホーキ・ソフト
ロームブロック含む）

12　黒色土（地山粒子含む）

第10図　4号～6号掘立柱建物遺構図

5号掘立柱建物　調査区のほぼ中央、3号住居と4号住居の間で10号掘立柱建物と重複し、南東隅の柱は調査区

外となる。主軸はN－80－Eで、桁行2間×梁行2間の総柱建物である。床面積は（26．0）扇、長方形度は1．06

である。遣物は、ピット埋土中から弥生時代前期の土器片、土師器嚢・高坪・器台・低脚坪脚部のいずれも小片

が出土した。

6号掘立柱建物　調査区のはば中央、5号掘立柱建物の北辺から約1m北に位置する。北側が調査区外となり東

西1間、南北1間分の柱穴3つを確認しているだけである。南東隅の柱は4号住居と切り合っており、住居の床

面で貼り床面や硬化面がないため掘立柱建物の方が新しいと見られる。南北のピット方向はN－40－Eで、東

側2つの穴の平面形は東西に長く、南東の柱穴底面はやや瓢箪形になる。遣物はピット埋土中から二重口緑の土

師器嚢小片が3点出土した。
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Ⅶ
1明黒褐色土

2　明黒褐色土（地山ホーキ
ブロック少量含む）

3　明黒褐色土（地山ホーキ

小粒子含む）

4　明茶褐色土（地山ホーキ

ブロック含む）
5　茶褐色土（地山ホーキ

ブロック含む）

第11図　7号掘立柱建物遣構図
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第12図　8号～11号掘立柱建物遣構図
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1黒褐色土

2　黒褐色土（地山ホーキブ
ロック含む）

3　黒褐色土（地山粒子含む）

4　茶褐色土（地山粒子含む）

5　茶褐色土

6　茶褐色土（ブロック混ざる）
7　黒褐色土（茶褐色土

含む・地山ホーキ粒子

含む）

8　黒褐色土（地山ソフト

ローム小ブロック含む）
9　地山ソフトローム粒子

含む
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1黒褐色（地山粒子ホーキ
ブロック少量含む）

2　黒褐色土（地山粒子地山
ブロック含む）

3　黒褐色土（地山粒子地山
ブロック多く含む）

4　黒褐色土（地山ソフトロ
ーム粒子含む）
5　黒褐色土（ホーキ大ブロ
ック多く含む）

6　黒褐色土（ホーキ粒子多
く含む）

7　ホーキとATの混じり土

2m

第13図　1号段状遺構遺構図

7号掘立柱建物　調査区の北東、南斜面に位

置する。全体規模は南側が調査区外のため不

明であるが、東西方向に14間（16．5m）、南北

3間分（4．2m）と長大である。床面積は（24．0）

扇である。東端は北側の2間分が無く、その

西側2間は北側1間分が無い。柱間は東西方

向が場所によって異なり約1．1m～1．5mであ

るのに対し、南北は約1．4mと均一である。

柱穴規模は0．3～0．4mで、深さが最大で約0．1

mと浅い。建物北側は斜面の高い側を削った

段差が続き、建物東端で斜面の低い側に回っ

て終わる。したがって斜面造成後に掘立柱建

物を建てたとも考えられるが、西側には削った

段差が回らない。遣物は全く出土しなかった。

8号掘立柱建物　調査区北東の南斜面、7号

掘立柱建物の東に位置する。桁行1間×梁行

1間の建物で、平面形から南側梁行は同じ位

置で北側梁行を建て替える。南側建物が主軸

はN－420　－E、長方形度は1．26で北側建物

の主軸がN－390　－E、床面積は5．2Idと6．O

d、長方形度は1．52である。建物の新旧関係

は不明である。遣物はピット埋土中から須恵

器賓の体部片と土師器低脚坪の脚部片が出土

した。

9号掘立柱建物　調査区中央の斜面に位置す

る。桁行の北側3間分を確認したが、梁行は

南側斜面の低い側については遺構検出面まで

掘り込まれていないためか確認できなかっ

た。桁行の北側に柱穴にはぼ並行して、雨落

ち溝とみられる長さ約6．8m・幅約0．4mの浅

い溝が走る。主軸はN－680－Wである。遣

物は出土しなかった。

10号掘立柱建物　調査区のはぼ中央に位置し、5号掘立柱建物と重複し、北西隅の柱は調査区外になる。北東

隅の柱は4号住居と切り合っており、住居の床面で貼り床面や硬化面がないため掘立柱建物の方が新しいと見ら

れる。主軸はN－90－E、床面積は（17．1）崩である。桁行2間×梁行2間の総柱建物である。長方形度は1．16で

ある。遣物は出土しなかった。
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1号

＼5号
229　　　　　　」

1黒褐色土　　　　　　　　　4　茶褐色土（地山ホーキブロック粒子少量含む）　7　黒褐色土（ブロック混じる）
2　黒褐色土（地山粒子含む）　　5　茶褐色土（ブロック混じる）　　　　　　　8　黒褐色土（地山ホーキ小ブロック少量含む）　0
3　黒褐色土（地山粒子多く含む）6　茶褐色土　　　　　　　　　　　　　　　　9　地山ホーキ小ブロック含む

10　地山ホーキ粒子含む

第14図　1号～5号柵列遺構図

11号掘立柱建物　調査区の南端に位置する。桁行1間×梁行1間の建物である。主軸はN－320－Eである。

床面積は7．4I琉長方形度は1．15である。遣物は出土しなかった。

1号段状遺構　調査区中央の斜面、6号住居のすぐ北に位置する。斜面の高い側を削り、幅約0．4mの浅い溝を北

と東に設け、平坦地を区画する。平坦地は東西方向の溝に並行してピットが直線的に5つ並ぶ。ピットは東側の

3つが等間隔で西側の2つとは合わないが平坦地が調査区外まで延びるためどのように展開するかは分からな

い。南側は4号溝と切り合うが新旧関係は不明である。遣物は埋土中から土師器片、須恵器片が出土した。

1号柵列　調査区のはぼ中央、4号住居の東側に位置する。主軸の方向はN－80－Eで、中央のピットは柱痕

跡が断面から確認され、北端のピットは北側に挟れる。遣物はピット埋土中から土師器（古墳時代）の小片が出

土した。

2号柵列　調査区中央、6号住居の南に接して位置する。主軸の方向はN－690－Wで、ピットの深さは0．1m程

で浅い。遣物は出土しなかった。

3号柵列　調査区の南、4号掘立柱建物の主軸とはぼ並行して東約1．5mに位置する。主軸の方向はN－110－E

である。遺物は出土しなかった。

4号柵列　調査区の南に位置し、4号溝と切り合うが新旧関係は不明である。主軸方向はN－650－Wである。

遣物は出土しなかった。

5号柵列　調査区の中央に位置し、北側が1号段状遺構、南側が4号溝と切り合う。新旧関係は1号段状遺構・

4号溝の方が新しい。柵列の方向はN－60－Eである。遺物は出土しなかった。
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黒色土
礫粘土とホーキに黒ボクが混
じる土

3　黒色土（地山ブロック少量含む）
4　黒色土（地山ブロック多量に含む）
5　黒色土（地山ブロック含む）

第15図　1号墳墓遺構図

1号墳墓　調査区北端の丘陵頂部付近に位置する。平面形は西側が現在の道路によって削られ、東側の一部が調

査区外となるが、方形とみられる。墳丘及び主体部は畑地化されており遣存しない。周溝を含めた規模は東西

（7．0）m、南北8．8m、周溝規模は幅約1．6m・深さ約0．6mで断面はⅤ字形である。遣物は周溝の埋土中から土師器

小片がわずかに出土した。

1号土壌墓　調査区北の南斜面に位置する。平面形は長方形で、南側は角がやや丸くなる。長さ1．94m・幅0．66

m・深さ0．32mである。底面は北小口が南小口に比べ約0．16m高い。木棺痕跡は確認できなかった。北小口底面

で副葬品の土師器坪24がほぼ正立した状態で完形で出土した。

2号土鳩墓　調査区東の斜面に位置する。平面形は隅丸長方形で、長さ0．98m・幅0．58m・深さ0．56mである。

土境内から直径0．3～0．4m・厚さ0．1～0．2m程度の石が4個出土した。遣物は埋土中から土師器、須恵器の小片

が1点ずつ出土した。

1号貯蔵穴　調査区北端の丘陵頂部、1号墳墓の周溝南辺に位置する。南半分は1号墳墓の周溝によって切られ

ており、遣存しない。底面規模は長径0．95m・深さ0．42mで、底面中央に杭痕跡と考えられるピットが1個存在

する。杭痕跡は短径0．32m・深さ0．11mである。遣物は出土しなかった。
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黒褐色土（地山ブロック少し含む）
黒褐色土（地山ブロック多く含む）
黒褐色土（地山ブロック多量に含む）
明黒褐色土（地山ブロック多く含む）
明黒褐色土（地山ブロック少量含む）

第16図1号・2号土墳墓遣構図

1礫混じり粘質土（黒色土含む）
2　黒色土（礫粘土、ホーキ
AT粒子が多量に含む）

3　黒色土（礫粘土、ホーキ
AT粒子が含む）

4　黒色土（礫粘土少量含む）

しまりが悪い

バサバサの土

第17図1号・2号貯蔵穴遺構図

2号貯蔵穴　調査区北端の丘陵頂部、1号墳墓の中央に位置する。平面形はほぼ円形で検出面規模は0．87mX

0．82m、底面規模は1．05mX1．02m・深さ1．11mと底部の方が広がる。遣物は出土しなかった。

1号落し穴　調査区南側に位置する。平面形は検出面・底面とも方形、断面形はすぼまり形である。検出面規模

は1．06mX0．87m・深さ0．82m、底面規模は0．77mX0．64mである。底面中央に杭痕跡と考えられるピットが1個

存在する。杭痕跡は短径0．16m・深さ0．24mである。遣物は出土しなかった。

2号落し穴　調査区南側、1号落し穴の北約2mに位置する。平面形は検出面で楕円形、底面で円形となる。断

面形はすぼまり形である。検出面規模は1．14mX0．92m・深さ0．83m、底面規模は0．66mX0．64mである。底面や

や東寄りに杭痕跡と考えられるピットが1個存在する。杭痕跡は短径0．12m・深さ0．25mである。遣物は出土し

なかった。
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寺。．9信

吾
1明黒褐色土
2　茶褐色土（地山礫粘土粒子含む）

1m

3　茶褐色土

4　茶褐色土（地山粒子含む）　　7　黒褐色土（地山ATブロック少し含む）
5　茶褐色土（地山・ホーキ・AT　8　茶褐色土（地山AT粒子含む）
ブロック含む）　　　　　　　9　暗褐色土（地山礫粘土粒子多く

含む）

第18図1号～6号落し穴遺構図

3号落し穴　調査区南側、1号掘立柱建物の南に約2m離れて位置する。平面形は検出面で楕円形、底面で円形

となる。断面形はすぼまり形である。検出面規模は0．90mX0．77m・深さ0．91m、底面規模は0．60mX0．55mであ

る。底面やや東寄りに杭痕跡と考えられるピットが1個存在する。杭痕跡は短径0．14m・深さ0．29mである。遣

物は出土しなかった。

4号落し穴　調査区南側、1号住居の南東約5mに位置する。平面形は検出面・底面とも不整な楕円形である。

断面形はすぼまり形である。検出面規模は0．83mX0．60m・深さ0．78m、底面規模は0．64mX0．41mである。底面

やや東寄りに杭痕跡と考えられるピットが1個存在する。杭痕跡は短径0．14m・深さ0．29mである。遣物は出土

しなかった。

5号落し穴　調査区南側、4号落し穴の北約7mに位置する。平面形は検出面・底面とも楕円形で、断面形はす

ぼまり形である。検出面規模は1・02mX0．66m・深さ0．91m、底面規模は0．67mX0．50mである。底面に杭痕跡と

考えられるピットが2個存在する。杭痕跡は短径0．20m・深さ0．26mと短径0．17m・深さ0．24mである。遣物は

出土しなかった。
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1茶褐色土（地山ブロック粒子多く含む
ボサボサの土）

2　茶褐色土（地山粒子を含む）
3　黒褐色土（地山ソフトローム粒子少量含む）
4　明黒褐色土（地山粒子含む）
5　黒褐色土
6　黒褐色土（土器・地山粒子・ホーキ
ブロック含む）
7　黒褐色土（土器・地山粒子含む、ホーキ
ブロック少量含む）

宝。1m
第19図　1号～5号土塀遺構図

6号落し穴　調査区南側、3号落し穴の北約5mに位置する。平面形は検出面で楕円形、底面で円形となる。断

面形は垂直形である。検出面規模は0．92mX0．81m・深さ0．98m、底面規模は0．65mX0．64mである。底面やや西

寄りに杭痕跡と考えられるピットが1個存在する。杭痕跡は短径0．19m・深さ0．39mである。遣物は出土しなか

った。

1号土壌　調査区南側に位置する。平面形は楕円形で、2段に掘り込まれる。検出面規模は0．76mX0．69m・深

さ0．75m、底面規模は0．58mX0．46mである。埋土はしま1りがなく、遣物は出土しなかった。

2号土壌　調査区東の南斜面に位置する。平面形は不整円形、断面形は凹レンズ状になる。検出面規模は1．27

mx1．16m・深さ0．12mで、底面規模は0．83mX0．73mである。遣物は出土しなかった。

3号土壌　調査区中央の南斜面に位置する。平面形は不整円形、断面形は凹レンズ状になり、2号土壕とよく似

ている。検出面規模は1．68mX1．44m・深さ0．47m、底面規模は0．90mX0．86mである。遣物は埋土中から土師器

（平安時代）小片が出土した。
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二二二三二三Z≡

1茶褐色土
2　茶褐色土（地山ホーキブロック含む）

2m

第20図1号・2号溝遣構図

4号土壌　調査区中央、1号段状遺構の東側溝と土墳東側

肩がほぼ同じであるが、別遺構とした。平面形は楕円形で、

検出面規模は1．93mX0．86m・深さ0．57m、底面規模は

1・20mXO．59mである。遣物は埋土中から土師器片（平安

時代）、須恵器片が出土した。

5号土塘　調査区中央、6号住居の西に位置し、西側が調

査区外となる。平面形は不整形で、検出面規模は（1．65）

mxO．90m・深さ0．09m、底面規模は1．11mX0．86mであ

る。遣物は出土しなかった。

1号溝　調査区東、斜面に沿って北東から南西に直線的に

延びており、2号溝と並行する。北東側は調査区外に広が

る。長さ5．6m・幅0．50m・深さ0．40mである。断面形はU

字形である。遣物は出土しなかった。

2号溝　調査区東、1号溝と並行して東側に直線的に延び

る。北東、南西の端は調査区外に広がる。規模は長さ8．28

m・幅0．60m・深さ0．18mである。断面形は開いたⅤ字形

である。遣物は須恵器嚢の小片が2点出土した。

3号溝　調査区中央、斜面の傾きに並行して位置し、溝の

両端は調査区外に延びる。規模は長さ18．0m・幅0．56m・

深さ0・10mで中央付近は削平によって途切れがちになる。断面形は開いたU字形である。遣物は出土しなかった。

4号溝　調査区中央、3号溝と同様斜面の傾きに並行して位置し、溝の両端は調査区外に延びる。規模は長さ

13・2m・幅0・68m・深さ0・07mで、溝の西半分は若干蛇行する。遣物は埋土中から土師器片（平安時代）、須恵器

片が出土した。

2　遣物

出土遣物は弥生土器、土師器、須恵器、石製品がある。遺構に伴う土師器を中心に図化し、説明は表に一括し

た。図化はしてないが、遣構外から弥生土器・土師器・須恵器が出土している。（図版8・9）弥生土器前期の

遣物が遣構外から出土した。壷形土器25は口緑部と頸部の境目に削り出しの段を持ち、前期前半と推定される。

壷形土器は他に体部～底部片26・27、口縁部片30、底部34・35がある。賓形土器は日録部外面に刻みを持つ賓

28・29・33、刻み目凸帯文土器31・32が出土した。刻み目凸帯文土器は断面三角形の凸帯を張り付け、凸帯部
註2）

と端部に刻み目が巡る。胎土、焼成、調整から弥生土器と考えられる。土師器坪B36・37は伯者国庁第2段階
註3）

（SK－05）に比定され、37は焼成後底部穿孔を施す。須恵器高坪38は杯部片でTK73に比定される。

石製品は遺構に伴う遣物と、その他の包含層から出土した遣物のうち代表的なものを図化してそれ以外は表の

みとした。凹石、敲石、磨石の名称は複数の使用痕がある場合、①凹み、②敲き、③磨りの順に優先して、下位

の使用痕は表の備考で記述した。
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1黒褐色土（ホーキブロック少量含む）
2　黒褐色土

3　黒褐色土（地山ソフトローム粒子含む）

4　黒褐色土（地山ホーキ粒子含む）

第21図　3号・4号構造構図
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土器・土製品観察表

〔法皇（）は推定値〕

出 土位 置 N o． 器 種 法皇 （c m ） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土　 焼成　 色調　 遺存 度

1号 住居 1 塊 口径　 13 ．3 体部 は内 湾 し なが ら外方 に開 き、 口緑端 外 面 パ ケ メ後 、 口緑 部 ヨ コナ デ。 内面 底 1 m m 大 の砂 粒 含 む。 焼 成 良 好 。 赤 褐 色 。

埋 土 部 は丸 くお さ め る、 一部 は ヨコ ナデ に よ 部 放 射状 のへ ラ ミガ キ、 口緑 部 横 方 向の 口 緑 部 外面 に煤 付 着 。 口緑 部 ～ 底 部 1／2

り凹線 状 に な る。 底 部 外 面 に 焼成 後 の 2

条 の線 刻有 り。

へ ラ ミガ キ 。 遣存 。

2号 住居 2 嚢 口径 （1 6 ．0 ） 口緑 部 は 上外 方 へ 開・く二 重 口緑 。 端 部 は 口緑 部外 面 櫛 措 き沈 線 を ナ デ消 し。 肩 部 1 ～ 3 m m 大 の砂 粒 含 む。 焼 成 良好 。 淡 茶

埋 土 丸 くお さ め る。 屈 曲部 は横 方 向 に引 き 出

す。

内面横 方 向 のへ ラケ ズ リ。 褐色 。 口緑部 外 面 に煤 付 着 。 口緑 部 ～ 肩

部 1／7 遺 存 。

埋 土 3 嚢 口径 （1 5 ．2 ） 口緑 部 は 上外 方 へ 開 く二 重 口緑 。 端 部 は 口緑部 内外 面 ヨコ ナデ 。頚 部 外 面パ ケメ 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英 粒 含 む。 焼 成 良

丸 くお さ め る。 屈 曲部 は横 方 向 に引 き 出 後 ナ デ 消 し。肩 部 外面 横 方 向の パ ケ メ 、 好。 淡 茶 褐色 。 体 部外 面 に 煤付 着 。 口緑

す。 屈 曲部 上 面 と口緑 端 部 外面 が 強 い ナ

デ に よ り沈 線 状 に 凹 む。 肩 部外 面 に 刻 み

目が 巡 る。

内 面横 方 向 のへ ラケズ リ。 部～ 肩 部 1／7 遺 存 。

3号住 居 4 聾 口径 （1 3 ．6 ） 口緑 部 は上 外 方 に 外 反 す る 二 重 口緑 で 、 口緑部 内外 面 ヨコ ナデ 。肩 部 外 面横 方 向 1 ～ 3 mm 大 の砂 粒含 む。 焼成 良好 。 淡桃

埋 土 口緑 端部 内 面 に面 を な し、丸 くお さめ る。

屈 曲 部 は ヨ コナ デ に よ り横 方 向 に引 き 出

す。

の パ ケ メ後 上 半 ナデ 消 し。 肩 部 内面 横 方

向 のへ ラケ ズ リ。

褐 色 。 口緑 部 ～胴 部 上半 部 1／5 遣存 。

埋土 5 襲 口径 （1 1．2 ） 口緑 部 は上 外 方 に 外 反 す る二 重 口緑 で 、 口緑部 内外 面 ヨ コナ デ。 屈 曲 部 上面 に櫛 1 m m 大 の長 石 ・石英 ・茶 色粒 子 含 む 。焼

口緑 端部 は丸 くお さ め る。屈 曲 部 は ヨ コ 描 沈線 文 が 残 る。 肩 部 外面 横 方 向 のパ ケ 成 良 好 。淡 黄 褐 色。 口緑 部、 肩 部 下 半 の

ナデ に よ り横方 向 に 引 き出 す。 メ後 上 半 ナ デ 消 し。 肩部 内面 横方 向の へ

ラケズ リ。

外 面 に煤 付 着。 口緑部 ～ 肩部 1／6 遣 存。

埋 土 6 聾 口径 （2 7 ．6） 口緑 部 は上 外 方 に外 反 す る二 重 口緑 。 口 口 緑 部 か ら頸 部 内 面 横 方 向 の へ ラ ミガ 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英 含 む。焼 成 普通 。

緑 端 部 に面 を も ち、 屈 曲部 上 面 に一 条 の

沈 線 が巡 る。 屈 曲部 は ヨコ ナデ に よ り横

方 向 に引 き 出す 。

キ。肩部 外 面縦 方 向 のパ ケ メ後 ナ デ消 し。

肩 部 内 面横 方 向 のへ ラケズ リ。

淡 黄褐 色 。 口緑 部 ～胴 部 上半 部 1／5 遣存 。

埋 土 7 聾 口径 （2 6 ．0 ） 口緑 部 は 上 外 方 に外 反 す る二 重 口緑 で 、 口緑 部 か ら頸 部 内面 横 方 向 の へ ラ ミ ガ 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英含 む。焼 成 良好 。

最大 胴 径 口緑 端 部 を 丸 くお さめ る。 屈 曲部 は ヨ コ キ。 口緑屈 曲部 上 面 に櫛 措沈 線 文 が 一部 淡 黄褐 色 。 口緑 部 に黒斑 あ り。 口緑 部 ～

（3 5 ．2 ） ナ デ に よ り横 方 向 に引 き 出す 。 残 る。 肩部 外 面 横 方 向の パ ケ メ後 ナ デ消

し。 肩 部 内面 横 か ら斜 め 方 向 のへ ラ ケ ズ

リ後 ナ デ。

胴 部上 半 1／5 遺存 。

埋 土 8 鼓 形 脚 台径 脚 台部 片 。 大 き く外 反 し端 部 は 凹面 を な 外 面 ヨコ ナデ、 内面 へ ラケ ズ リ。 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英含 む 。焼 成 良好 。

器 台 （1 9 ．2 ） す。 簡 部 の稜 は鋭 く屈 曲す る。 淡 黄褐 色 。脚 台 部 1／4 遺 存 。

4号 住 居 9 襲 口径 （1 3 ．4 ） 口 緑 部 は わ ず か に 内 湾 す る くの字 口 緑 口緑 部 内 外面 ヨ コナ デ。 体部 外 面 パ ケ メ 1 ～ 2 m m 大 の砂 粒 含 む。 焼 成 良 好。 黄 褐

埋 土 最大 胴 径

（2 0 ．2 ）

で、 端 部 内側 が 肥厚 して面 を もつ 。 調 整 、 肩 部 ナ デ 。 体 部 内 面 へ ラ ケ ズ リ、

肩 部 指頭 圧 痕。

色 。外 面 煤付 着 。 口緑 部～ 胴 部 1／3 遺 存 。

5号 住 居 1 0 碗 口径　 1 2 ．6 体 部 は 内湾 し なが ら外 方 に開 き、 口緑 部 口緑 部 外面 ヨ コナ デ。 体 部 外面 ナ デ 、指 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英含 む 。焼 成 良好 。

床 面 器高　　 4．9 で 直立 し端 部 を丸 くお さ め る。底 部 外 面

が 若干 平 らにな る。

頭 圧 痕 、 一部 にへ ラ ミガ キ。 底 部 外 面 ケ

ズ リ、 内面 ヨ コナ デ後 暗 文風 のへ ラ ミガ

キ。 体部 外 面 に粘 土 の ひび が あ る。

赤 褐色 。 ほ ぼ完形 。

6号 住 居 1 1 壷 口径 （1 6 ．8 ） 口緑部 は直 立 す る二 重 口緑 。 端部 は肥 厚 口緑 部 、頸 部 内 外 面 ヨ コナ デ。 肩 部 内面 1 ～ 2 m m 大 の長 石 ・石 英含 む 。焼 成 良好 。

埋 土 し、 内側 に 面 を もつ 。屈 曲部 は横 方 向 に

引 き 出す 。

横 方 向 の ケズ リ。 淡 茶褐 色 。 口緑 ～肩 部 1／5 遣存 。

埋 土 1 2 高 坪 口径 （1 8 ．0 ） 皿 状 の師 部。脚 部 との接 合 は差 し込 み式 。 外 面 横 方 向、・内 面横 方 向 の へ ラ ミガ キ後

放 射 状 のへ ラ ミガ キ で器 面平 滑 。

1 ～ 2 m m 大 の砂 粒 含 む。 焼 成 良 好。 赤 褐

色 。坪 部 1／2 遣存 。

埋 土 1 3 高 塀 口径 （1 5 ．0 ） 塊 状 の杯 部 。 口緑 部 は 内湾 しなが ら外 方 外 面 横 方 向 の粗 い へ ラ ミガ キ、 内 面横 方 1 mm 大 の長 石 ・石 英 含 む。 焼 成 良好 。 赤

に延 び る。 口緑 端 部 は わず か に 内債 し平

坦面 をな す 。 口緑 部 と坪 底 部 の境 に稜 を

つ くる。

向の へ ラ ミガ キ 。底 部 内 面放 射 状 の へ ラ

ミガ キ。 口緑端 部 外面 直 下 に強 い ナデ 。

褐 色。 坪 部 1／7 遺 存 。

8号 住居 1 4 士匂旺 口径　 1 9．7 口緑 部 は 外反 す る二重 口緑 。 口緑 端 部 は 口緑 部 内外 面 ヨコ ナデ 。体 部 外 面 パ ケ メ 2 ～ 3 m m 大 の長 石 ・石英 粒 子 含 む。 焼成

埋 土 最 大 胴径

19 ．1

外傾 し面 を もつ。 調 整、 肩 部 ナ デ。体 部 内 面 へ ラケ ズ リ。 良好 。 淡 黄 白色 ～ 淡桃 褐 色 。肩 部 外 面 と

口緑 部 に黒 斑 あ り。 口緑 部 ～胴 部 片。

P 2 1 5 嚢 口径　 16 ．5 口緑 部 は 外反 す る二重 口緑 。 口緑 屈 曲 部 口緑 部 内外 面 ヨコ ナデ 。体 部 外 面 パ ケ メ 2 ～ 3 mm 大 の砂 粒 ・茶 色 粒 子含 む。 焼成

最 大 胴径 上 部 に 沈線 が 一 条巡 る。 肩 部外 面 に 刻 み 調 整 、肩 部 ナ デ。 体 部 内面 低 い へ ラ ケズ 良好 。 淡 黄 白色 。 体部 外 面 の最 大 胴 径 以

2 3 ．4

器 高　 2 4 ．6

目が 巡 る。 体 部 は球形 。 リ、底 部 指頭 圧 痕。 下 に煤 付着 。 日録 部 ～底 部 1／2 遣存 。

埋 土 16 褒 口径 （16 ．4 ） 口緑 部 は 内湾 す る くの字 口緑 で 、 端 部 内 口緑部 内外 面 ヨ コナ デ。 体 部 外 面パ ケメ 1 m m 大 の砂 粒 含 む 。 焼 成 良 好。 赤褐 色 。

最 大 胴径 側 が 肥 厚 して 面 を もつ 。 肩部 外 面 棒 状工 調 整、 肩 部 ナ デ。 体 部 内面 低 い へ ラケ ズ 口緑 部 ～胴 部 上半 部 1／5遺 存 。

（22 ．6 ） 具 に よ る刺 突痕 3 個 有 り。 リ、肩 部 指頭 圧 痕。

埋 土 17 嚢 口径 （12 ．6 ） 口緑 部 は わ ず か に 内湾 す る くの 字 口緑 口 緑部 内外 面 ヨ コナ デ。 体 部 外面 パ ケ メ 1 m m 大 の砂 粒含 む 。焼成 良 好。 淡黄 褐色 。

で 、 端 部 内側 が肥 厚 して 凹面 を もつ。 肩

部 外 面 に刻 み 目 を もつ。

調 整、 肩 部 ナ デ。 体 部 内面 低 い へ ラケ ズ

リ。

口緑 部～ 肩 部 1／5遭 存 。

8号住 居 18 聾 口径　 15 ．2 口緑 部 は わ ず か に 内湾 す る くの 字 口緑 口緑 部 内外 面 ヨ コナ デ。 体 部 外面 パ ケ メ 1 m m 大 の砂 粒含 む 。焼成 良 好。淡 黄 白色 。

床面 最 大 胴径 せ 、 鹿 部 内側 が肥 厚 して面 を もつ 。肩 部 調整 、 肩 部 ナ デ。 胴 部 内面 低 い へ ラケ ズ 体 部 外 面 の最 大胴 径 以 下 に煤 付 着 。 ほ ぼ

2 2 ．8 外 面 棒状 工 具 に よ る刺 突 痕 3 個 有 り。 体 リ、肩 部 ・底 部 に指 頭圧 痕 。 肩部 は指 頭 完 存 。

器 高　 2 3 ．1 部 は 球形 。 圧痕 後 ナ デ。
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第22図　1号～6号住居出土遣物

∈∃芋訝

出 土位 置 N o． 器 種 法 量 （c m ） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

埋 土 1 9 高 坪 口径 皿 状 の 杯 部。 口緑 端部 角 張 り外 側 に 面 を 外 面 パ ケ メ後 上半 ナデ 消 し後 、 粗 い横 方 1 ～ 2 m皿大 の砂 粒含 む。 焼 成 良好 。 赤 褐

1 6 ．3 ～ 16 ．6 も つ 。 脚部 との接 合 は差 し込 み式 。 向 の ミガ キ。 内面 パ ケ メ後 、 下 半縦 方 向

の ミガ キ、 上 半横 方 向 の粗 い 六 角形 状 の

へ ラ ミガ キ。

色。 内 外面 の一 部 黒色 、 煤 か ？　 杯 部 の

み遺 存 。

9 号 住 居 2 0 小　 型 口径　　 8 ．2 口 緑 部 は 内湾 気 味 に立 ち上 が る くの 字 口 口緑 部 内外 面 ヨコ ナデ 。体 部 外 面パ ケメ 1 m m 大 の砂 粒 ・茶 色 粒子 含 む。焼成 良 好。

床 面 丸底壷 最 大 胴径

9 ．4

器 高　　 7 ．9

緑 。 体 部 は偏 球。 調 整 後、 肩 部 外面 ナデ 消 し。 体 部 内面 低

い へ ラ ケズ リ後 、底 部 指頭 圧 痕。

淡赤 褐 色。 ほぼ完 存 。

埋 土 2 1 高 坪 口径　 17 ．9 皿 状 の 師部 。口緑 端部 と脚端 部 は角 張 る。 師 部 外面 ヨ コナ デ後 、横 方 向 の 粗 い ミガ 2 ～ 3 m m 大 の 石英 ・長石 含 む。焼成 普 通 。

脚 径　　 9 ．6 杯 底 部 は 厘 く、 脚 部 との 接 合 は差 し込 み キで 縦方 向の パ ケ メを 残 す。．坪 部 内面 放 淡橙 褐 色。 坪 部 1／2遣 存 、脚 部 完 存。

器 高　 12 ．0 式 。 射 状 の へ ラ ミガ キ、 パ ケ メ を残 す。 柱 状

部 外 面 面 取 り、 上位 に粗 いへ ラ ミガ キ 、

パ ケ メ が残 る。柱 状 部 内面 絞 り目、 裾 部

パ ケ メ後 ナ デ。

埋 土 2 2 高 坪 口径　 17 ．0 皿 状 の 坪部 。 口緑端 部 は角 張 る。 脚 部 と 坪 部 外面 横 方 向 の粗 い へ ラ ミガ キ、 パ ケ 1 ～ 2 mm 大 の 石英 ・長石 含 む。焼成 普 通。

の接 合 は差 し込 み 式。 メが 残 る。 師 部 内面 へ ラ ミガ キ だ が磨 滅

に よ り不 明瞭 。

淡桃 褐 色。 杯 部 1 ／2 遣 存 。
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第23図　8号・9号住居、1号土墳墓、遺構外出土遣物
〔法量（）は推定値〕

出 土位 置 N n 器 種 法 皇 （c m ） 形　　　　　 態 手　　　　　 法 胎土　 焼 成　 色調　 遣存 度

9 号 住居 2 3 高 杯 脚径　　 9．6 皿状 の杯 部 。脚 部 端 部 は凹 面 を なす 。 脚 師 部 外 面上 半 横 方 向の へ ラ ミガ キ 、 下半 1 mm 大 の砂 粒 含 む。 焼 成 普 通 。 黄 褐 色 。

埋 土 部 との 接合 は差 し込 み 式。 縦 方 向 のパ ケ メ 。師 部 内 面磨 滅 に よ り不

明 瞭 で あ るが へ ラ ミガ キ か。 柱 状 部 外面

面 取 り後 、 横 方 向 のへ ラ ミガ キ。 柱状 部

内面 絞 り目。

脚部 ほぼ 完存 、坪 部 は 底部 の み遺 存 。

1号 土墳 墓 2 4 坪 A 口径　 15 ．4 口緑 部 は外 債 し、 端 部が 外 反 す る。 口緑 部 内外 面 ヨコ ナデ 後 、横 方 向 の へ ラ 1 m m 大 の砂 粒 含 む。焼 成 良好 。淡桃 褐 色。

底 面 器高　　 5．5 ミガ キ で、 内 面 は特 に丁 寧。 底 部 外面 へ

ラ ミガ キ後 、 ナ デ調 整 。 底部 内 面 回転 利

用 、 一方 向 の へ ラ ミガ キ 。

ほ ぼ完 形。 全 面 に赤 色顔 料 塗 彩。

遺 構 外 3 9 風字硯 長 さ　 （5．7 ） 硯尻 部 の破 片 。 外 堤 部 と陸 部 か らな り、 外 堤 部側 面 は横 方 向の ケ ズ リ後 、 格子 状 1 ～ 3 mm 大 の 砂粒 含 む。焼 成 良好 。灰 色。

（6号住居 埋土 ） 幅　 （6．3 ） 外堤 は硯 尻部 で 細 くな る。 脚 台部 は欠 損 の沈 線 を刻 む 。 外堤 部 、 裏面 と もナ デ仕

外堤 部 厚 さ

1．8

陸部 厚 さ

0．7

す るが 、痕 跡 か ら六 角形 と推定 され る。 上 げ 。裏 面 は平 行 叩 き 目が遭 存 す る。
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石製品一覧表

〔cIn・g：（）は遺存値、貢の○は図版〕

種 類 N o． 頁 長 さ 幅 厚 さ 重 量 遣 存 備　　　　　 考

凹 石 S l 2 9 ・⑬ 13 ．4 1 0 ．3 5．3 7 1 0 ほ ぼ 完 存 平 坦 面 の 片 面 に 1 カ所 ず つ 、 計 2 カ所 の 凹 み。 両 面 磨 り。 周 縁 部 に磨 滅 痕 。

敲 石 S 2 2 9 ・⑬ 1 5．1 6 ．5 5 ．9 7 8 0 完 存 先 端 2 カ所 に敲 き。 磨 り全 周 。 8 号 住 居 床 面 。

S 3 ⑬ 1 0．5 5．7 5 ．5 3 9 8 ほ ぼ 完 存 先 端 2 カ所 に敲 き。 平 坦 面 磨 り。

S 4 ⑬ 8．7 5．2 3 ．9 2 2 8 完 存 先 端 2 カ所 に敲 き。 磨 り全 周 。

S 5 ⑬ 8．1 6．4 7 ．4 5 3 0 完 存 先 端 2 カ所 に敲 き。．磨 り面 有 り。

S 6 ⑬ 1 0．2 6．0 3 ．8 3 1 2 完 存 先 端 2 カ 所 に敲 き。

S 7 2 9 ・⑬ 8 ．0 5．8 4 ．0 2 1 8 完 存 先 端 1 カ 所 に敲 き。 磨 り全 周 。

S 8 ⑬ 1 5．3 7．8 7 ．7 9 4 5 ほ ぼ 完 存 先 端 1 カ 所 に 敲 き。

S 9 ⑬ （1 4．7） 8．1 6 ．0 （7 6 5） 欠 損 先 端 1 カ 所 に 敲 き。

S l O ⑬ （1 1．4） 8．4 5 ．3 （6 3 5） 欠 損 周 縁 部 1 カ所 に 敲 き 。

磨 石 S l l 2 9 ・⑪ 1 3．6 7．6 2 ．9 4 6 6 完 存 全 面 磨 り。

S 1 2 2 9 ・⑪ 1 0．0 6．6 2 ．9 2 9 2 完 存 全 面 磨 り。

S 1 3 （7 ．4） （7．5） （8 ．6 ） （5 3 0） 欠 損 全 面 磨 り。

S 14 2 9 ・⑪ 1 1．4 （6．1） （3 ．9 ） （4 0 0） 欠 損 平 坦 面 両 面 磨 り。

S 1 5 ⑪ 8 ．9 5．7 3 ．1 2 4 6 完 存 平 坦 面 両 面 磨 り。

S 1 6 ⑪ （9 ．7） （5．2） 2 ．7 （2 1 0） 欠 損 平 坦 面 両 面 磨 り。

S 1 7 ⑪ 1 0．3 8．5 6 ．9 8 7 0 完 存 磨 り 2 面 。

S 1 8 ⑪ （4 ．8） 5．8 4 ．9 （1 3 0 ） 欠 損 磨 り 2 面 。‘

S 1 9 2 9 ・⑪ 1 3．0 4．9 4 ．8 4 9 4 完 存 先 端 部 1 カ所 磨 り。 先 端 部 1 カ所 に 加 工 痕 。 一 部 赤 化 。

S 2 0 ⑪ 1 5．8 8．9 5 ．3 8 6 0 完 存 平 坦 面 磨 り。

S 2 1 ⑪ （8 ．2） （7．3） （2 ．7） （2 0 4 ） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 2 2 ⑪ 8 ．8 （6．8） 5 ．9 （4 18 ） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 2 3 （4 ．0） （2．3） （1．0） （8 ） 細 片

S 2 4 （3 ．3） （1．9） （0 ．3） （3 ） 細 片

台石 ・石皿 S 2 5 1 1．6 （14 ．8 ） 9 ．5 （1 5 4 0） 欠 損 磨 り 4 面 。

S 2 6 2 9 ・⑪ （2 0．3） （2 3．2） 7 ．5 （4 2 2 0） 欠 損 磨 り 2 面 。 4 号 住 居 床 面 。

S 2 7 （9 ．1） （6．2） （7．0 ） （2 4 4 ） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 2 8 （1 5．7） （1 4．2） （1 3 ．7） （3 7 8 0 ） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 2 9 （1 1 ．2） （1 0．1） （1 4 ．3） （1 9 8 0 ） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 3 0 （9．9） （6 ．3） （5．4 ） （3 6 6） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 3 1 （1 8 ．2） （7 ．9） 7．3 （1 3 6 0） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 3 2 （1 4 ．2） （8 ．7） （1 1．3） （1 6 6 0） 欠 損 磨 り 2 面 。

S 3 3 （1 8 ．6） （7 ．3） （10 ．9 ） （1 8 2 0） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 3 4 （1 0 ．9） （8 ．1） （7．9） （5 5 5） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 3 5 （1 2 ．9 ） （7 ．7） （9．0） （1 0 4 0） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 3 6 （12 ．2 ） （8 ．7） （1 0．5 ） （1 6 2 0） 欠 損 磨 り 1 面 。

S 3 7 （1 3 ．2 ） （1 0．6） （12 ．6 ） （2 2 8 0） 欠 損 磨 り 1 面 。

磨 製 石 斧 S 3 8 2 9 ・⑬ （9．6） （7 ．4 ） （5．5） （5 2 5） 欠 損

打 製 石 斧 S 3 9 2 9 ・⑬ （1 0 ．4 「 1 3．1 3．0 （5 6 5） 欠 損

S 4 0 ⑬ （1 2 ．7 ） 8 ．9 3．0 （4 5 0） 欠 損

S 4 1 ⑬ （9．8） （5 ．2 ） 2．0 （1 2 2） 欠 損

砥 石 S 4 2 2 9 ・⑬ （8．0） 3 ．3 1．4 （6 3） 欠 損

S 4 3 2 9 ・⑪ 1 1．5 1 3．5 9．1 17 8 0 完 存

S 4 4 ⑪ （1 1．0 ） （7 ．6 ） （6．0） （6 2 0） 一 部 欠 損

S 4 5 （13 ．1） （8 ．9 ） 9．7 （12 0 0） 欠 損
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IV　まとめ

今回発掘調査した船沖遺跡では縄文時代から中世に至る多様な遺構・遣物が確認された。大まかな立地として

調査区北側が奈良時代から平安時代の葬地、南側が古墳時代の竪穴式住居、掘立柱建物といった集落跡である。

調査区北側は貯蔵穴が存在するため、北側に集落が広がっていた可能性もある。そして調査区南端にまとまって

縄文時代の落し穴が存在する。

ここでは竪穴式住居、掘立柱建物など集落に関する遺構、墳墓に関する遺構、落し穴の3つに分けて発掘調査

によって分かった事を整理してまとめとする。

集落

竪穴式住居　住居は調査区中央の斜面から南に広がる平坦地で合計9棟確認した。先ず遣物について、次に遺構

との関係について述べる。

住居から出土した遣物は、必ずしも良好な出土状態でなく住居廃絶後に流入した遣物や小片が多かったが、住
註4）

居の築造時期に伴うと考えられる遣物について述べる。出土土器は土井編年にあてはめると古墳時代前期前半

（4世紀前葉頃）から5世紀後半頃の時期である。土師器を主とし、須恵器は埋土中の僅かな小片を除いてほと

んど出土していない。

3号住居一埋土中から出土した土器で、口縁部内面にへラミガキをする大型の嚢6・7、口緑部ヨコナデ3単位

の嚢4は、宮ノ下4・6号住居出土土器の時期（4世紀前葉から中葉頃）に相当する。

2号住居一理土中の土器で、嚢3は口緑端部を丸くおさめ、肩部外面に刻み目が巡る。上神猫山方形周溝墓出土

土器に相当（4世紀後菓頃）する。

6号・8号・9号住居－8号住居は埋土中の土器がほとんどであるが、床面から出土したくの字口線審18は体部

内面へラケズリが頸部まで達せず、体部が球形である。9号住居埋土中出土の高坪21・22・23はいずれも坪部が

皿状で、8号住居の高坪19の師部がわずかに外反するのに比べ新しい要素である。これらの土器は上神猫山方形

周溝墓出土土器と後口谷B21・2号住居出土土器の間を埋める時期とみられ、5世紀前半頃と推定される。6号

住居埋土中の高坪の12は皿状の坪部で、高坪13は塊状の師部で坪底部と杯部の境目に稜をもつ。12が5世紀前半、

13が5世紀後半と推定される。

4号住居一遣物の出土量が僅かであるが、嚢9はやや退化したくの字口緑で体部内面のへラケズリが頭部まで達

せず低く長胴化しており、8号住居の賓18より新しく5世紀中頃と推定される。1号・5号・6号住居で見られ

る碗・高坪は出土していない。

1号・5号住居－1号住居埋土中の碗1は内面放射状と横方向のへラミガキ、5号住居床面の碗10は暗文風へラ

ミガキで、1のほうが皿に近く古い要素をもつ。5世紀後半頃の時期と推定される。

先に住居の遣物を時期別に分けたが、遺構ではどの様になるか検討する。

3号・2号住居のどちらも隅丸方形で調査区南寄りの隣接した場所にある。7号住居は遣物が出土していない

が、隅丸方形または多角形が想定され辺の方向が3号・2号住居に近く、4世紀代の可能性が推定される。

6号住居は方形、8号・9号住居は長方形で、調査区北寄りの斜面沿い標高54～57mに分布する。いずれも南

あるいは南東辺に壁際中央ピットをもっている。8号住居と9号住居はどちらも2本柱とみられ、柱間と壁際中

央ピットを長方形に一段掘り下げており、9号住居の方が小型化するが類似しているといえる。このため2つの

住居は時期的に連続していると推定され、次の時期の4号住居が小型で2本柱、柱間と壁際中央ピットを長方形
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に一段掘り下げることから、8号→9号住居→4号住居への流れと考えられる。以後、斜面の方向が異なる8号・

9号住居を除き、住居の辺がほぼ東西南北の方位に沿っているのも特徴的である。1号・5号住居は調査区南に

点在する。

以上、遣物と遺構から住居を時期別に整理すると次のようにまとめられる。

I期－3号住居

II期－2号住居

Ⅲ期－6号住居・8号住居・9号住居

IV期－4号住居

Ⅴ期－1号住居・5号住居

限られた調査範囲という前提ではあるが、隣接する同時期の住居間距離は、7号住居がI期と仮定すると、I

期－3号住居と7号住居間約43m、Ⅲ期－6号住居と8号住居・9号住居間約50～53m、Ⅴ期－1号住居と5号

住居間約67mと時期が下るにつれて領域の拡大していく様相が復元できる。各時期とも住居は1棟、ないし2棟

といった程度であるとみられる。

掘立柱建物　掘立柱建物は調査区中央の斜面から南に広がる平坦地で合計11棟確認し、その分布は竪穴式住居の

分布とはぼ一致する。住居に伴うものは特定できなかったが、各時期のものが存在すると考えられる。

建物規模は桁行1間×梁行1間が1棟（8号・11号掘立柱建物）、桁行2間×梁行1間が3棟（1号・2号・

4号掘立柱建物）、桁行2間×梁行2間が4棟（3号・5号・10号掘立柱建物）、桁行14間以上×梁行3間以上が

1棟（7号掘立柱建物）である。桁行2間×梁行2間の建物のうち、1号掘立柱建物は桁行側に布掘りするもの

で、3号・5号・10号掘立柱建物は総柱建物である。

7号掘立柱建物は長大でかつ柱間が狭い総柱建物で、東側が張り出すもので他の建物とは様相が異なる。この
註5）

ような掘立柱建物は、市内・東町の山名氏館跡推定地で発掘した15世紀と推定される掘立柱建物群に似る。しか

し、山名氏館跡推定地の建物は柱穴掘り方に根石状の礫が敷かれるという違いもあり、関連性については不明確

である。

掘立柱建物の造られた時期は土師器が少量出土したにとどまるため時期の決め手に欠くが、建物主軸方向で分

けるとおよそ3つに分けられる。斜面にある7号・8号・9号掘立柱建物は桁行あるいは梁行が斜面と平行で、

2号・11号掘立柱建物は北から約300東に振れ、それ以外は北から100前後東に振れる。この3つのグループは

造られた時期の違いを示す可能性がある。

1号段状遺構　調査区中央で斜面に並行する形で溝で区画された内側にピットが東西に並ぶ。ピットは南側に展

開するかどうか不明であるが、何らかの建物であった可能性が考えられる。造られた時期は伯者国庁第2段階

（SD－05）の遣物が出土しており、9世紀後半頃と推定される。

土壌　調査区中央の斜面を中心に5基確認した。4号土壌は伯者国庁第2段階（SD－05）から第3段階（SD－

38・39）の土器が出土し、3号土壌も小片ながら伯者国庁第2段階・第2段階の土器が出土した。2号土壌と3

号土境は平面形・断面形が類似し、同時期のものと推定される。これらの造られた時期は9世紀後半～10世紀前

半頃と推定される。

柵列　調査区中央から南で5確認した。柵列規模は1号・3号・5号柵列が2間、2号柵列が3間、4号柵列が

4間確認したが5号柵列以外は調査区外まで延びている可能性がある。中央斜面にあ・る2号・5号柵列が斜面に

沿い、調査地南側にある1号・3号・4号柵列は北から100前後東に振れており、1号・3号・4号柵列は1
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号・3号・～6号・10号掘立柱建物の主軸方向に合う。1号柵列の造られた時期は出土遺物から古墳時代の可能

性がある。

溝　調査区中央の斜面で4条確認した。いずれも調査区外まで延びており、斜面に直交する1号・2号溝と、斜

面に並行する3号・4号溝がある。造られた時期は出土遣物から、2号溝が古墳時代、4号溝が平安時代の可能

性がある。

墳墓

調査区北側の斜面と北端尾根で墳墓1基、土墳墓2基を確認した。

1号墳墓　調査区北端の丘陵頂部で確認した。方形の周溝が巡るが、主体部は削平によって遣存しない。築造時

期は周溝の断面形が墳丘側の丸くならないⅤ字形であること、埋土中から出土した僅かな土師器（伯者国庁第2

段階か）から概ね9世紀代とみられる。

1号土墳墓　調査区北側の斜面で確認した。北側小口底面で副葬品の土師器坪Aが出土したため北頭位と推定さ

れる。この土器の器形は口縁部が外債し、端部が外反する。調整は全面へラミガキの丁寧なっくりで、口緑部内

外面横方向のへラミガキである。このようなタイプの土器は伯者地方ではこれまでに未確認で、器形は畿内の土
註6）

器編年でいう飛鳥Ⅳの土器に近いが、この時期の特徴である暗文は無い。造られた時期は断定しかねるが器形か
註7）

ら飛鳥Ⅳの時期（7世紀第4四半期頃）と推定される。この時期の墓としては市内の長谷遺跡2号土墳墓、羽合
註8）

町の長瀬高浜遺跡で木棺墓6基、土墳墓2基が知られている。

2号土墳墓　調査区東側の南斜面で確認した。埋土中で直径約0．3～0．4mのやや平らな石が4個底面から若干浮

いた状態で出土した。底面から浮いていたこと、火葬墓の棺台にみられるような火を受けた様子が無いことから、

埋葬方法は土葬とみられ、石は遺体の上に乗せたものと考えられる。造られた時期は、遣物が小片しかないため
註9）

決め手に欠くが、淀江町・福岡遺跡SX－01が、2号土墳墓と同様に大きめの礫6個を遺体の上に詰めた状態で

出土しており、和鏡（網薄双鳥文鏡）等の副葬品が出土し平安時代末以降の築造と推定されていることから、造

られた時期は平安時代から鎌倉時代の土墳墓と推定される。

落し穴

調査区南端付近で6基まとまって確認した。平面形は円形3基、楕円形2基、方形1基で、いずれにも底面に

ピット状の下部施設があった。遣物は出土していないが形態から、落し穴が造られた時期は縄文時代と推定する。

その立地は丘陵縁辺部に限られ、底面が円形の1号・3号・6号落し穴と、楕円形の4号・5号落し穴がそれぞ

れ約6～9mの間隔で並んでおり、同時期に造られた可能性がある。落し穴はけもの道に沿って造られると考え

られ、これらの線を結ぶとけもの道が推定できる。底面が楕円形の落し穴はけもの道に対して、短軸を結ぶ形で
註10）

配置されており、市内・中尾遺跡の状況と一致する。

以上、当遺跡は縄文時代から中世に至る複合遺跡であることがわかった。調査は道路部分に限定されており、

未解決の部分も多いが今後の調査研究に委ねたい。
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遺構外出土遺物 図版9

（1：3）



図版10 凹石・敲石・磨製石斧・打製石斧・砥石

（1：4）



磨石・台石・砥石 図版11

（1：4）
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